
授業の実際 

 伝えたかった道徳的価値観  小学部４年生は、１/２成人式の学年です。自分の成長に興味関心をもったり、育ててくれた家族に感謝をする気持ち（感謝）

に気づいたり、これからやってみたいことに思いをはせたりと、子どもたちなりに成長していくことの素晴らしさ（生命の尊さ）を

感じてほしいと考え、計画した。 

 

本校独自の内容項目表との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元計画   知的障害のある児童生徒は、１回の学習で道徳的価値をしみこませていくことがなかなか難しいところがあります。そこで、単元を組んで取り組 

んだ例です。全４時間計画で、略案は３時間目のものです。 

単元名 おおきくなるっていうことは 

単元のキーワード 「おおきくなるっていうことは」「こども」「おとな」 

「おおきくなる」＝１つずつ年をとっていくこと、大人に近付いていくこと 

時間 学習内容 学習活動 

 

１ 

 

自分年表づくり～生まれてから今日まで～ 

友達だけでなく、客観的に自分の成長を見て関心

をもつことができるように自分や友達の小さい頃

の写真を見合い、自分年表に貼っていく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業をしてみて  １/２成人式を題材に、自分自身のことについて客観的に見る機会を意図的に設定することで、自分についての新たな発見や気付きのき

っかけとなる学習になるのではないかと考え、取り組みました。「これは誰かな？」と写真を示すことで興味を示し、目を向けたり、「（こ

れは）〇〇くん？」と尋ねたりする姿が見られました。一人一人が自分の成長過程の写真を順に貼り、自分の年表に記していくことで、

まだ写真のないところ＝「おとな」、これから先であるということが分かりやすくなり、将来についても考えやすくなっていたように思

います。「今」の自分を中心に「過去」「未来」の自分について児童なりに考え、そこに付随する家族の存在についても自然な学習の流

れで気付くことができたように思います。 

小学部の児童であっても、実態に応じた、自分で考えることのできる活動を設定することで、学習活動の中で道徳性を養っていく学習

ができるのではないかと感じました。 

 

２ 

 

自分年表づくり～小さいときのぼく・わたし～ 

事前に保護者の方から話を聞き、それぞれの小さ

い頃のエピソードを紹介することで、小さい頃の

自分や友達のことを知る。自分年表に記入する。 

 

３ 

 

自分年表づくり～大きくなったらしたいこと～ 

自分年表の、10歳から先の空白のこれからした

いことを考える。 

今の自分が、これからしてみたいこと、なりたい

ものを考え、自分年表に記入する。 

 

４ 

 

家族にありがとう～感謝の手紙を書く～ 

自分たちが、ここまで元気に大きくなってこれた

のはなぜかを考え、家族に手紙を書く。 

これまでに母の日など

をテーマに、家族への

感謝については既習し

ているため、つながりや

すい。 

食べてみたいもの、行ってみたいと

ころ、乗ってみたいものなど、大人に

なったらなりたいものなど具体的に

写真などを準備し、選択して考える

ようにしました。 

実態差のあるクラスなので、自分年表へ

の記入、感謝の手紙は、手本の準備、な

ぞり、文字・写真貼りなど、実態に応じて

手立てを違えて作成しました。 


